
 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年６月２７日 

 

～社会課題解決と資産運用利益獲得の両立に向けて～ 

Ｄ３ＬＬＣが組成するバイオヘルスケアファンドへ投資 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：舩曵 真一郎）は、   

Ｄ３ＬＬＣ（代表パートナー：永田 智也、以下「Ｄ３社」）が運用する、バイオヘルスケアを投資テーマと

したファンドへの投資を決定しました。 

当社は、本ファンドへの投資を通じて、社会課題の解決に取り組むとともに、先進的なＥＳＧ投融資や   

インパクト評価のノウハウを蓄積し、ＳＤＧｓの達成および持続可能な社会づくりに貢献していきます。 

 

１．背景 

バイオヘルスケアとは、生物学と医療の知識を組み合わせて、医療の改善や創薬、新たな治療法等の開発

に取り組む分野で、成長産業として期待されています。Ｄ３社は、本分野に特化した独立系ベンチャー  

キャピタルで、学術研究および戦略コンサルティング会社での経験を活かし、将来有望なスタートアップ

企業への投資実績を積み重ねています。 

本ファンドへの投資は、ＥＳＧ投融資の一つである「インパクト投資※」の位置づけです。少子高齢化や   

健康志向の高まりなどを受け、投資先企業の成長を通じた資産運用利益の獲得と社会的インパクト創出が

期待できることから、投資を決定しました。 
 

※ 運用収益の獲得と社会的インパクトの創出（環境問題等の社会課題の解決を目的に含む）の両立を目指した投資 

 

２．本ファンドの概要 
 

フ ァ ン ド 名 称 Ｄ３バイオヘルスケアファンド２号投資事業有限責任組合 

ファンド設立日 ２０２４年５月３１日 

フ ァ ン ド 規 模 ８０億円 

無限責任組合員 

の概要（運用者） 

名 称 Ｄ３ＬＬＣ 

所在地 
東京都渋谷区恵比寿４－２０－３ 

恵比寿ガーデンプレイスタワー１８Ｆ 

代表者 マネージング・パートナー 永田 智也 

設 立 ２０１７年２月 

ファンド存続期間 １０年間（＋最長４年間延長） 

主 な 投 資 対 象 

・日本発祥のバイオ、創薬、デジタルヘルス、ヘルステックなどを中心に、   

医療健康への貢献を志すスタートアップ企業。 

・日本国内にとどまらず、海外でも評価を得られるようなバイオ、創薬を   

開発する意欲があるスタートアップ企業。 

 

以 上 


